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SDGs で共に創る　持続可能な行方

９
％
）
と
ほ
ぼ
同
水
準
で
す
。
他
方
、

イ
ギ
リ
ス・ド
イ
ツ
（
共
に
39・６
％
）、

イ
タ
リ
ア
（
40
・
３
％
）
は
日
本
の
約

２
倍
の
再
エ
ネ
比
率
で
あ
り
、
カ
ナ
ダ

（
67
・
２
％
）
は
３
倍
以
上
と
な
っ
て

い
ま
す（
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
、n.d.

）。

現
在
、
世
界
第
２
の
経
済
大
国
・
人
口

大
国
で
あ
る
中
国
は
27
・
７
％
で
す
。

た
だ
し
、
別
の
観
点
で
は
、
日
本
の
再

エ
ネ
発
電
設
備
容
量
は
世
界
第
６
位

で
、
太
陽
光
発
電
は
世
界
第
３
位
、
国

土
面
積
当
た
り
の
日
本
の
太
陽
光
導
入

容
量
は
主
要
国
の
中
で
最
大
級
で
す
。

３
．
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
基
本

計
画

　
最
後
に
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
で
は

２
０
０
２
年
の
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
基

本
法
」
施
行
に
伴
い
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
の
基
本
的
な
方
向
性
を
示
す
た
め
、

２
０
０
３
年
に
「
第
１
次
エ
ネ
ル
ギ
ー

基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
そ
し

て
２
０
２
１
年
に
は
現
在
の
「
第
６
次

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」が
策
定
さ
れ
、

今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

政
府
は
「
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」（
２
０
２
０
年
）
を

第
47
回

エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

行
方
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
茨
城
大
学
教
授　
野
田 

真
里

比
率
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
．
日
本
と
世
界
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
比
率

　
で
は
、
日
本
の
電
力
発
電
で
は
ど
の

よ
う
な
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
構
成
・
割

合
に
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
（
図
）。

２
０
１
１
年
か
ら
２
０
１
９
年
の
期

間
、
再
エ
ネ
は
10・４
％
か
ら
18・１
％

へ
と
、
約
８
ポ
イ
ン
ト
弱
増
加
し
て
い

ま
す
。
特
に
太
陽
光
は
０・
４
％
か
ら

６・７
％
へ
と
伸
び
て
い
ま
す
。
他
方
、

化
石
燃
料
の
合
計
を
み
ま
す
と
、
こ
の

期
間
に
80
・
２
％
か
ら
75
・
６
％
へ
と

約
５
ポ
イ
ン
ト
弱
減
少
し
て
い
ま
す
。

と
は
い
え
、
化
石
燃
料
へ
の
依
存
度
は

依
然
と
し
て
高
く
、
特
に
石
炭
の
割
合

は
む
し
ろ
増
え
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
主
要
国
の
発
電
電
力
量
に
占

め
る
再
エ
ネ
比
率
の
比
較
を
み
て
み
ま

し
ょ
う
。
他
の
Ｇ
７
先
進
国
と
比
較
し

ま
す
と
、
２
０
２
２
年
時
点
で
日
本
の

再
エ
ネ
比
率
は
20
・
３
％
で
、
ア
メ
リ

カ
（
20
・
１
％
）、
フ
ラ
ン
ス
（
21
・

１
．
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
と
持
続
可

能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換

　
持
続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
た
め
に

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
的
な
利
用

（
本
連
載
第
46
回
）
と
と
も
に
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
そ
れ
自
体
を
持
続
可
能
な
も
の

に
転
換
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
７・
３
で
は

「
２
０
３
０
年
ま
で
に
、
世
界
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
に
お
け
る
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
割
合
を
大
幅
に
増
や

す
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
と
は
、
一
般

に
電
力
等
の
二
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み

出
す
た
め
の
、
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
石

油
、
石
炭
、
原
子
力
、
天
然
ガ
ス
、
風

力
、
水
力
、
地
熱
、
太
陽
熱
等
）
の
組

み
合
わ
せ
で
す
。
よ
っ
て
、
持
続
可
能

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
は
、
化
石
燃
料
を
減

ら
し
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
以
下
、

再
エ
ネ
）
を
増
や
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ

ク
ス
が
望
ま
し
く
、
グ
ロ
ー
バ
ル
指
標

７・３・１
で
は
「
最
終
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
量
に
占
め
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

表
明
、
こ
れ
に
向
け
た
「
地
球
温
暖
化

対
策
計
画
」（
２
０
２
１
年
）に
お
い
て
、

温
室
効
果
ガ
ス
の
２
０
３
０
年
度
の
温

室
効
果
ガ
ス
46
％
削
減
、
さ
ら
に
50
％

の
高
み
を
目
指
し
て
挑
戦
を
続
け
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。「
第
６
次
エ
ネ
ル

ギ
ー
基
本
計
画
」
は
こ
れ
ら
の
実
現
に

向
け
た
道
筋
を
示
す
こ
と
が
重
要
テ
ー

マ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

図　発電電力量の構成の変化

出典：資源エネルギー庁（2022）


